
令和７年度第１回 山口県デジタル推進本部会議

「山口県デジタル実装推進基金」
の活用について

令和７年（2025年）９月 山口県デジタル推進局
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➢ より多くの県民や事業者がデジタル化の効果を実感できるよう、デジタル実装を加速するために創設し
た「山口県デジタル実装推進基金」を活用して、県政各分野・各地域におけるデジタル実装事業を重点
的・集中的に実施

➢ 基金を充当する事業の要件は次のとおり

①   デジタルの力を活用した地域の社会課題解決を図るもの （デジタル実装を行うもの）

②   デジタル実装の基礎条件整備（基盤整備、人材育成・確保、誰一人取り残されないための取組）

③   ①の推進に資するもので、原則翌年度までに実装案件を創出するもの

➢ 多くの人が利用するデジタルサービスを提供する
➢ ひとりの人が頻繁に利用するデジタルサービスを提供する
➢ 分かりにくく面倒で時間がかかる手続き等をデジタルサービス化する
➢ デジタル実装への興味・関心を喚起する画期的なデジタルサービスを提供する

基金規模

40億
円

基金規模

70億
円

➢ 行財政改革として取り組むデジタル技術等の活用による業務の効率化や高度化を推進し、県民の利便性
の向上を図るため、行財政改革の期間中の取組における財源確保として、令和６年度に30億円を積み増
し、行財政改革を着実に推進

「山口県デジタル実装推進基金」について

「山口県デジタル実装推進基金」の概要

県民実感の最大化に向けた取組観点
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「山口県デジタル実装推進基金」活用事業の進捗状況

より多くの県民や事業者がデジタル化の効果を実感できるよう、

「山口県デジタル実装推進基金」を活用し、県政各分野・各地

域におけるデジタル実装を重点的・集中的に実施
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防災ＤＸによる広域避難体制整備事業
（R７～）    【総務部】

事業費 R７（予算）：42,650千円

課題・
困りごと

・災害時、被災市町以外の市町へ広域避難しようとする
と、調整に時間がかかる（１週間程度）
・大規模災害時にインターネットが使えなくなると、災害
関連情報の情報伝達が困難になる

取り組ん
だ内容

・避難所・避難者に係る情報を広域的に管理するシステ
ムを導入し、広域避難体制を整備
・災害時にも各種システムや情報通信が使用可能とな
るよう、衛星インターネット機器を導入

向上する
利便性

・被災市町以外の生活環境の良
い避難所に早期に避難できる
ようになる
・大規模災害時においても、イン
ターネットを利用して安否確認
や連絡体制の確保ができる
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７月から衛星インターネットの利用を開始

生活関連分野生活関連分野
01 物資搬送ドローンによる緊急物資輸送体制整

備事業（R７～）   【総務部】

事業費 R７（予算）：24,934千円

課題・
困りごと

・道路の遮断等で孤立しヘリコプターの離着陸場がない
場合等は、徒歩による輸送手段しかない
・このため、孤立した集落や避難所等への物資輸送に
は多くの時間が必要（約５時間）

取り組ん
だ内容

・県内４箇所（半島、離島、山間部、漁村部等）で、運行
ルート上の支障物や通信環境、航空局への申請等、
運航に係る調整を行い、運用マニュアルを作成
・県内各地で物資搬送ドローンによる目視外飛行が運
用可能な体制を構築

向上する
利便性

・道路が寸断され、集落や
避難所が孤立状態になっ
ても、速やかに支援物資
が届くようになる

02

11月頃からドローンを用いて運行ルートの検討を開始

生活関連分野生活関連分野

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

南海トラフ
地震での避難者
想定数(H26報告書)

16.7万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

南海トラフ
地震での避難者
想定数(H26報告書)

16.7万人

市町を超える
広域避難に
要する日数

１週間
→４日へ

業績評価業績評価
Ｒ７年度

目指す県民実感
Ｒ７年度

目指す県民実感

孤立可能性
集落内人口
(H26調査)

3.3万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

孤立可能性
集落内人口
(H26調査)

3.3万人

道路閉塞区間
における物資輸送
に要する時間

5時間
→15分へ

業績評価業績評価
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やまぐちデジタル実装推進事業（R５～）
  【総合企画部】

事業費 R６（決算）：134,695千円 R７（予算）：96,551千円

課題・
困りごと

・様々な業界の人手不足が進み、特に中山間地域等に
おいては、生活に必要な日常的なサービスを受け続け
ることが困難化
・デジタル技術を活用した実証実験は行われるものの、
継続的なサービスとして維持・定着されない

取り組ん
だ内容

・地域課題を解決するデジタル実装に向けた実証を支
援（R５～６年度：５件、R７年度：新規１件を７月に採
択）

向上する
利便性

・県民生活に密接に関連する医療、
子育て、交通等の分野で便利な
デジタルサービスが、中山間地域
等においても持続的に提供され、
住民がそれを気軽に利用できる
ようになる
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Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

実装４件

実証参加者数

7,177人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

実装14件

利用者数

1万人

地域内でのオンライン医療提供体制の構築を実証中

生活関連分野生活関連分野
03

各実証で
設定したKPIの

達成割合

55%

→95%へ

業績評価業績評価

スマート社会実現プロジェクト推進事業
（R６～）   【総合企画部】

事業費 R６（決算）：28,196千円 R７（予算）：155,000千円

課題・
困りごと

・県内に住む若者の多数が、交通機関や買い物等につ
いて不便な思いや課題感を持つ
・学生が山口県に住みたくない理由は、「街に活気がな
い」「交通・買い物などが不便」が多数
・自動運転バスの実証で公道を走行するには、技術的
な課題をクリアすることや社会受容性の向上が必要

取り組ん
だ内容

・周南市・防長交通㈱・NTT西日本㈱と連携し、国補助
事業を活用した自動運転バス（レベル４：条件付きでの
無人運転）の実装に向けた取組を開始
・R６年度11月初旬から50日間の実証を行った

向上する
利便性

・自動運転バスに乗車して、まちなかを気軽に移動でき
るようになる
・運転手不足が深刻なバスの運行が
維持・確保される

自動走行割合

73.1%

→100%へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感

実装1地域

延べ利用者数

7,500人

04

令和７年度もレベル４運行に向け11月から実証開始予定

生活関連分野生活関連分野

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

実証１地域

実証参加者数

3,529人
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デジタル活用による野犬対策強化事業
（R６のみ）   【環境生活部】

事業費 R６（決算）：9,748千円

課題・
困りごと

・野犬に関する苦情・捕獲頭数は、近年のピークの６～
７割程度まで減少しているものの、野犬による咬傷事
故は一定数発生
・野犬対策に関する県民からのニーズの高まり

取り組ん
だ内容

・令和６年度に、企業技術者や学生等を交えたアイデア
ソンやデジタルを活用した新しいアプローチによる野犬
対策手法の創出に向けたハッカソンを実施
・自動給餌や動体検地機能を強化した捕獲罠を開発

向上する
利便性

・野犬による咬傷や鳴き声
などの被害が減少し、安心
して生活できるようになる
・市民のアイデアや技術が
活用され、まちづくりへの
興味関心が高まる

生活関連分野生活関連分野
05

周南市内での
苦情・目撃数

696件/年

捕獲システムで
の野犬捕獲頭数

27頭/年

→100頭/年へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感
周南市内での
苦情・目撃数

800件以下

/年

改良した遠隔捕獲システムを県内4か所に配備

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

中山間地域における見守り体制のＤＸ化推進
事業（R７～）   【健康福祉部】

事業費 R７（予算）：8,000千円

課題・
困りごと

・独居高齢者等は孤独や孤立の状態に陥りやすく、十
分な福祉サービスを受けられない可能性
・民生委員等の高齢化や移動距離が長いことなどから、
民生委員等業務負担や担い手不足が深刻化

取り組ん
だ内容

・デジタル技術の活用により、民生委員等の福祉的支
援者が行う訪問による活動を一部オンライン化
・デジタル技術を活用した新たな福祉活動モデルを創出

向上する
利便性

・民生委員等による福祉的支援が手厚くなり、安心して
独り暮らしをすることができ
るようになる
・離れて住む家族も、安心す
ることができるようになる
・民生委員や介護事業者の
負担軽減につながる

06
生活関連分野生活関連分野

民生委員や介護事業者によるモデル実証を開始

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

導入1地域

支援利用者数

30人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ９年度
目指す県民実感

導入18地域

支援利用者数

540人

利用者
満足度

－%(計測前)

→80%へ

業績評価業績評価
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介護生産性向上推進総合事業（R７～）
   【健康福祉部】

事業費 R７（予算）：688,214千円

課題・
困りごと

・介護現場での職員負担が重く、担い手が不足
・介護を受ける側にとっては、介護人材が不足している
中でも、享受できるサービスの質が確保されることが
必要

取り組ん
だ内容

・介護現場のＤＸ推進に向けて、ワンストップ窓口を設置
・希望する介護事業所に対し、ICT・介護ロボット等のテ
クノロジー導入経費を支援
・Ｒ８年度までの短期集中型で希望する介護事業所全
てに対し支援

向上する
利便性

・介護事業所で受けるサービスの
質が向上する
・職員の負担が軽減され、新たな担
い手が確保されることで、手厚い
サービスを受けられるようになる

08
生活関連分野生活関連分野

7月から補助申請の受付を開始し、随時交付決定

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

導入約250件

対象者数

約１万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

導入約500件

対象者数

約２万人

介護ロボット等
の導入事業所割合

29%

→70%へ

業績評価業績評価

地域医薬品提供に係るＩＣＴ活用支援事業
（R６のみ）   【健康福祉部】

事業費 R６（決算）：5,797千円

課題・
困りごと

・へき地等において薬局空白地域が存在
・オンライン服薬指導について、一部民間サービスが存
在するものの、通信機器の操作に不慣れな高齢者は、
サービスを利用することが困難

取り組ん
だ内容

・薬局空白地域にある公民館や郵便局などに拠点を設
置し、住民がそこからオンラインで薬局に相談したり、
一般用医薬品が購入できる体制の構築を支援
・新たにオンライン服薬指導を導入する際の手順を分か
りやすく解説した手引書を作成し、県内市町に配布

向上する
利便性

・遠隔地の薬局に行かずに、
服薬指導を受けたり医薬品
を入手できるようになる
・軽度な身体の不調は自分で
手当てできるようになる

生活関連分野生活関連分野
07

導入2地域

対象者数

1,200人

利用者
満足度

75%

→80%へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

導入16地域

対象者数

9,600人

７月からオンライン服薬指導の実装を支援

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感
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持続可能な交通システム実現加速化事業
（R５～）   【観光スポーツ文化部】

事業費 R６（決算）：25,239千円 R７（予算）：25,400千円

課題・
困りごと

・利用者の減少、運転手不足などにより、公共交通の路
線の減便・縮小・廃止が相次いでいる
・自家用車を運転できない高齢者等は、買い物や通院
などの移動手段の確保が必要

取り組ん
だ内容

・自動運転車両やAIデマンド交通など、デジタル技術を
活用した新しいモビリティサービスの導入についてノウ
ハウを有する専門家を配置し、市町の取組を支援

向上する
利便性

・前日までに予約しなければ利用できなかったデマンド
交通が、即時に利用できる

  ようになる
・運転手不足の深刻化など、
持続性に不安があった地域
交通が、安定的に利用でき
るようになる

10
生活関連分野生活関連分野

導入支援

1エリア

1,128人

専門家派遣回数

46回

→50回へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

導入支援

5エリア

5,000人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

病児保育ＩＣＴ化推進事業（R５のみ）
  【健康福祉部】

事業費 R５（決算）：663千円

課題・
困りごと

・子どもの急な発熱などで病児保育を利用する場合、施
設の開所時間内に電話で予約する必要
・予約がいっぱいで施設が受入ができない場合もあるた
め、保護者の勤務調整が困難
・施設側も電話対応に係る事務負担が発生

取り組ん
だ内容

・システム導入を希望する病児保育施設に対し、導入経
費を支援

向上する
利便性

・スマホで24時間いつでも空き状況の確
認や予約の申込ができるようになった
・子どもの体調不良時、預け先が見つけ
やすくなった
・施設側は、電話による予約受付対応
などの事務負担が軽減され、病児の
対応に専念できるようになった

ネット予約
が可能な病児
保育施設数

14/29施設※

利用者満足度
（A施設の状況）

100%

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

県補助活用
施設でのネット
予約利用割合

100%

生活関連分野生活関連分野
09

https://azkl.jp/※県内の全病
児保育施設数

(参考)R６年度
病児保育利用者数4,506人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

R6年度に新たに1施設が導入、利用が拡大中 ５月から専門家を派遣し、７市に対して支援を実施中
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地域の見守りにＤＸを！デジタル安全マップ
構築事業（R６のみ）   【教育委員会】

事業費 R６（決算）：6,083千円

課題・
困りごと

・子どもたちの安心・安全の確保に向け、交通や防犯の
観点から安全学習等を実施
・危険箇所を抽出したマップは手作り・紙ベースで作成し
ており、共有や活用、作り直しが困難

取り組ん
だ内容

・クラウド上で危険箇所をマッピングするシステムを実装
・公立小中学校22校で、当該システムを活用したデジタ
ル安全マップを作成

向上する
利便性

・学校安全に係る情報が見える化され、共有や活用が
可能になる
・データを活用して、安全教
育や、危険の早期発見・改
善、学校・家庭・地域・関係
機関等との連携を充実さ
せることができる

12
生活関連分野生活関連分野

マップ活用

22校

対象児童生徒

約5千人

児童生徒による
危険箇所投稿数

350件

→約8千件へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

マップ活用

400校

対象児童生徒

約8万人

令和７年９月以降、全公立小中学校でデジタル安全マップを作成

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの好循
環創出事業（R６～）   【教育委員会】

事業費 R６（決算）：10,087千円 R７（予算）：46,532千円

課題・
困りごと

・主体的な学習に取り組む児童・生徒の育成を目指して
いるが、家庭学習での計画性・主体性に課題
・家庭学習に支援が必要な生徒が一定数存在

取り組ん
だ内容

・県内全公立中学校を対象に、生成ＡＩ・学習アシスタン
トアプリ「スタディポケット」を導入
・有識者・学校関係者による協議会や、教員に対する研
修を実施

向上する
利便性

・学習の疑問・不安が解消するとともに、家庭でも個別
に支援が受けられるようになる
・直接的に答えを教えず、やり取り
を行うアプリ利用を通じ、主体的
に学習に取り組む態度が育成
される

生活関連分野生活関連分野
11

モデル7校

1,500人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

全141校

3.3万人

計画的に
家庭学習をする
中学生の割合

57.1%

→70%へ

業績評価業績評価

令和７年５月に県内の全公立中学校において利用を開始

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感



9

Color Palette

0.85.159

0.68.127

165.0.33

255.48.89

WHITE

BLACK

文字色
100.100.100

30.75.67

250.155.1

Font

游ゴシック

日本語 英語

Main Color

Accent Color

51.119.178

游ゴシック

255.93.124

DG標準カラー配置

游ゴシック

游ゴシック

次世代の教育環境デジタル化推進事業
（R５～）   【教育委員会】

事業費 R６（決算）：180,450千円 R７（予算）：17,590千円

課題・
困りごと

・校務に係る教職員の業務負担が大きく、児童生徒に   
向き合う時間が十分に確保できていない
・教職員が児童生徒の状況を多角的に把握するため 
の教育データが分散している

取り組ん
だ内容

・定期考査等の採点業務を効率化するため、クラウド
型採点システムを全ての県立高校等に導入
・教育データを可視化・分析するため、教育ダッシュボー
ドを構築し、全ての県立高校等に導入

向上する
利便性

・正誤判定の効率化や集計作
業の自動化により、採点業務
に係る時間を短縮
・分散している児童生徒の情報を
教職員が一元的に把握・分析
することで支援を充実

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

生活関連分野生活関連分野
13

採点結果の電子返却機能の利用校拡大（R6 22校→R7 25校）

採点システム
の利用効果を
感じている

生徒・教職員数

17,600人

(76%)

採点システム
の利用効果を
感じている

生徒・教職員数

23,200人

(100%)

採点時間短縮
実感割合

92%

→100%へ

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

ＡＩを活用したＳＮＳ上の事故・災害情報抽
出システム（R６のみ）       【警察本部】

事業費 R６（決算）：843千円

課題・
困りごと

・SNS上で瞬時に伝達・拡散されている事故・災害情報
を警察業務に有効活用できていない実態
・事故・災害等が同時多発した場合、位置情報や画像
情報の共有が困難

取り組ん
だ内容

・SNS上の事故・災害情報をＡＩを活用して抽出するシス
テムに、事業者との協働により、警察職員による投稿
機能を追加実装し、投稿用アカウント約1,200個を各警
察署等に配付

向上する
利便性

・県民等が投稿したSNS情報から、
事故・災害情報等を効率的に抽出
・現場警察官等が、情報を速やかに
共有できるようになり、より的確な
初動が期待可

迅速な
初動体制実現数

39件/年

警察職員に
よる投稿件数

34件/年

→70件/年へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

迅速な
初動体制実現数

60件/年

14
生活関連分野生活関連分野

投稿用アカウントを増やし、システムの活用を活性化

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感
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やまぐちＤＸ加速化事業（R５～）
  【総合企画部】

事業費 R６（決算）：344,776千円 R７（予算）：312,173千円

課題・
困りごと

・デジタル技術やデータを活用しようと思っても、社内に
人材がおらず、ノウハウもなく、活用が進められない

取り組ん
だ内容

・やまぐちDX推進拠点「Y-BASE」で企業・団体等からの
相談対応を実施
・官民連携コミュニティ「デジテック for YAMAGUCHI」に
おいて、地域課題の共創活動やセミナー等を開催

向上する
利便性

・デジタル技術の活用について相談や実証ができるよう
になり、自分が住む地域の課題解決や、自社の生産
性向上などができる
・ＤＸに必要なスキルの習得機会が多く提供され、身に
付けることができる
・日常生活など身近なシーンで
データを活用した新サービスを
利用できる

16

DXコンサル数

431件

→500件へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

累計実装63件

利用者9千人

人材育成314人

累計実装117件

利用者1.5万人

人材育成385人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

産業観光等分野産業観光等分野

蓄積したノウハウを活かしたコンサルを実施中

県民に安心・安全を届ける災害対策のＤＸ化
（R７～）   【警察本部】

事業費 R７（予算）：73,190千円

課題・
困りごと

・災害関連情報等は各組織が独自で所有しており、一
元的に把握することが困難
・大規模災害時にはデマ情報も出回り、正確な情報を把
握することが困難

取り組ん
だ内容

・県警本部、警察署の災害対応機能を強化
・県警本部と各警察署、防災部局との情報共有・連携を
強化するためのシステムを導入
・ＳＮＳ等を活用して県民に正確な情報を素早く発信

向上する
利便性

・災害発生時等に、正確な情報を素早く入手できる
・被災者の救出救助、
避難誘導が迅速化
され、生命を守るこ
とができる

生活関連分野生活関連分野
15

今年度末までに総合指揮室の改修等を実施

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

ＳＮＳ発信
到達想定人数

1万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

ＳＮＳ発信
到達想定人数

1.5万人

SNS
フォロワー数
増加割合

100％増加(実装前)

（2024年度比）

業績評価業績評価
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ＡＩトランスフォーメーション推進事業
（R６のみ）          【総合企画部】

事業費 R６（決算）：22,000千円

課題・
困りごと

・企業・団体等における生成ＡＩの活用促進に向けては、
セキュアな環境での導入実証が必要
・ＡＩの特性等を十分に理解し、自らＡＩに関する企画や活
用を行うことができる人材が必要

取り組ん
だ内容

・Y-BASEのクラウド環境にChatGPTサービス（GPT-4）
を実装し、セキュアな環境での実証環境を提供
・ＡＩを使いこなすために必要なスキルセット及びスキル
レベルを明確化し、重要度の高いスキルを中心に、ＡＩ
活用に特化した研修を実施

向上する
利便性

・生成ＡＩを安全に実証する
ことができるようになる
・企業や団体内でAIの利活
用を推進する人材になる
ことができる
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産業観光等分野産業観光等分野
17 生成ＡＩ利活用支援強化事業（R７～）

          【総合企画部】

事業費 R７（予算）：45,300千円

課題・
困りごと

・生成ＡＩへの問いかけ段階等で、操作ミスや誤用が発
生しやすく、使用者に高いスキルが求められる
・生成ＡＩが部分的な業務利用に留まり、全体の業務フ
ローへの統合が進んでいない

取り組ん
だ内容

・複雑な業務に適用可能な高度な生成AIを新たに提供
・生成AI専門のコンサルタントによる支援体制を構築
・生成ＡＩ活用による課題解決モデル事例を創出し共有

向上する
利便性

・入力の簡略化と出力結果の均一化により、業務にお
ける利便性を大幅に向上
・業務課題の特定から本格
導入までを専門家が支援
するとともに、モデル事例
の共有を通じて、生成ＡＩ
の本格導入を後押し

18
産業観光等分野産業観光等分野

累計実装9件

利用者270人

人材育成20人

DXコンサル数

138件/年

→100件/年へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

累計実装15件

利用者450人

人材育成90人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

導入20者

実装事例数

30事例

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

導入40者

実装事例数

60事例

アクティブ
稼働率

70%

→80%へ

業績評価業績評価

生成ＡＩアカウントを138件貸出し、利用を拡大中 モデル事例の創出に向けプロジェクトを推進中
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まちなかにぎわい創出プロジェクト推進事業
（R5～）            【産業労働部】

事業費 R６（決算）：41,548千円 R７（予算）：80,500千円

課題・
困りごと

・各商業エリアで若者や子育て世代のニーズを捉えきれ
ていない現状
・各商業エリアの「目指す将来像」が曖昧となっている

取り組ん
だ内容

・商業エリアのデータマーケティングを実施

向上する
利便性

・事業者は、専門家のサポートの下、来訪者ニーズを捉
えたイベントやテナントミックスを行うことができ、商業
エリアの来訪者・回遊の増加につなげることができる
・来訪者ニーズを捉えた店舗
となり、欲しい商品、楽しい
イベント等が提供されること
で、来訪者にとって魅力的な
買い物の場となる

20
産業観光等分野産業観光等分野

マーケティング

実施数12件

1,102人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

マーケティング

実施数15件

795人

16商業エリアでプロジェクト推進中

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

商業エリア
人流増加率累計

２%

→30%へ

業績評価業績評価

デジタル・ガバメント構築支援強化事業
（R5～）     【総合企画部】

事業費 R６（決算）：37,972千円 R７（予算）：49,902千円

課題・
困りごと

・住民は、行政窓口において手続ごとに申請書を記載
する必要があり、処理を待つ時間も必要
・行政側も、職員数が減少する中で高品質の窓口サー
ビスを継続させていくため、ＤＸを推し進め、さらなる業
務効率化が必要

取り組ん
だ内容

・Y-BASEによる相談対応や技術サポートにより、市町
のデジタル実装を支援

向上する
利便性

・行政窓口で申請書を書かずに、必要な手続きをまとめ
て処理してもらえるようにな
り、待ち時間が短くなった
・行政は、経験の浅い職員で
も窓口対応できるようになり、
人的資源を別サービスに充
てることができるようになった

書かない窓口

導入13市町

対象者数

約113万人

市町に対する
導入支援

コンサル件数

75件

→154件へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

産業観光等分野産業観光等分野
19

書かない窓口

導入19市町

対象者数

約128万人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

13市町で｢書かない窓口｣が実現し､サービス提供中
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県内企業魅力発信事業（R５～）
  【産業労働部】

事業費 R６（決算）：29,268千円 R７（予算）：30,000千円

課題・
困りごと

・県内の若者が、県内企業の魅力を知る機会が少ない
ことから、認知度が低い状況
・県内企業においては、SNSを活用した広報など、若者
に向けた情報発信力が乏しい

取り組ん
だ内容

・デジタル空間上の企業ブースを自由に訪問できるメタ
バース「やまぐちメタワールド」を設置
・現在、出展企業によるコンテンツを制作中

向上する
利便性

・普段は見ることができない企業の
事務所・工場の様子や製品等を、
動画を中心としたコンテンツで気軽
に視聴することができる
・メタバースの活用により、自由なタイ
ミングでデジタル空間を楽しみながら
県内企業について知ることができる
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Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

産業観光等分野産業観光等分野
21 中小企業デジタル経営転換支援事業（R５～）

         【産業労働部】

事業費 R６（決算）：127,706千円 R７（予算）：169,504千円

課題・
困りごと

・デジタル化やDXを推進したいが何から着手すればよ
いかわからないといった中小企業が多い
・システム等の導入コストが重荷となっている
・セキュリティ対策の意識が低い

取り組ん
だ内容

・専門家による指導・助言、情報処理システム等の導入
経費補助や情報セキュリティ対策への支援

向上する
利便性

・デジタル化やDXの考え方を理解し、デジタル化を通じ
た生産性向上等の経営課題
解決を図ることができるよう
になる
・企業の取組段階に応じた補助
制度により、デジタル実装へ
の投資を図ることができるよ
うになる

補助金公募
ページアクセス数

9,543件/年間

→8,500件/年間へ

業績評価業績評価

22
産業観光等分野産業観光等分野

やまぐち
メタワールド
延べ利用者数

約13万人

補助金採択件数

420件

(R5～R6累計)

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

補助金採択件数

510件

４月から経営課題診断、補助金の募集を開始

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

自動搬送ロボットの導入

９月頃に50社程度が参加するメタワールドを開設

やまぐち
メタワールド
延べ利用者数

約24万人

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

初回入場者数
(R6年度実績)

14,161人

→7,000人維持

業績評価業績評価
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山口の旅の魅力シェア促進事業（R６のみ）
  【観光スポーツ文化部】

事業費 R６（決算）：3,320千円

課題・
困りごと

・コロナ後の観光客誘客をめぐる地域間競争が始まり、
本県が観光先として選ばれるよう訴求力を高めていく
必要
・ニーズの高い観光素材をタイムリーに提供していく必
要

取り組ん
だ内容

・観光客や地元住民から、お勧めの観光画像やレコメン
ドコメントの投稿を、オンラインツールにより募る観光
画像投稿キャンペーンを展開

向上する
利便性

・観光客は、観光情報を事前
やリアルタイムに入手したり
投稿したりできるようになる
・県民は、本県の魅力をアピー
ルすることでシビックプライド
を醸成することができる

観光情報の
投稿件数

1,523件

→2,000件へ

業績評価業績評価

産業観光等分野産業観光等分野
23

観光情報を
活用した

プロモーション

291件

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

観光情報を
活用した

プロモーション

60件

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

投稿された観光情報を本県観光プロモーションに活用

農業ＤＸ加速化事業（R５～Ｒ６）
         【農林水産部】

事業費 R５（決算）：10,663千円 R６（決算）：7,604千円

課題・
困りごと

・人材不足や肥料等の資材高騰に対応するため、デー
タを活用した経営改善が必要
・デジタル技術を駆使した経営展開の指導者の育成が
必要

取り組ん
だ内容

・スマート農機や営農管理システム等の農業DX技術の
導入を支援

向上する
利便性

・デジタル技術を活用した農作物の生育診断や環境モ
ニタリングにより、低コストで環境にやさしく、生産性の
高い農業が実現できる
・篤農家の匠の生産技術を、
データ化することで学びやすくなる
・この結果、農業におけるデータの
活用を加速化させ農業経営体の
栽培及び経営をより一層改善できる

農業DX技術の
活用人数

399人

→900人へ

業績評価業績評価

産業観光等分野産業観光等分野

支援活動

11経営体

82件

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

支援活動

36経営体

279件

農業DX技術の導入を通じて経営改善等を支援中

トマト栽培の環境データ
活用研修会

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

24



15

Color Palette

0.85.159

0.68.127

165.0.33

255.48.89

WHITE

BLACK

文字色
100.100.100

30.75.67

250.155.1

Font

游ゴシック

日本語 英語

Main Color

Accent Color

51.119.178

游ゴシック

255.93.124

DG標準カラー配置

游ゴシック

游ゴシック

建設ＤＸ総合推進事業（R５～)
【土木建築部】

事業費 R６（決算）：112,099千円 R７（予算）：104,969千円

課題・
困りごと

・建設産業の生産性向上や新規就業者の確保が必要
・施設の老朽化が進む中で機能を維持していくためには、
より効率的に維持管理を行っていくことが必要

取り組ん
だ内容

・小規模現場でも活用できるICT技術の紹介や演習を行
うセミナーを開催
・道路や河川の効率的な管理システム及びインフラを一
元的に管理するシステムの設計や構築を実施

向上する
利便性

・建設現場の作業が効率化され、
通行規制の期間の短縮や、
施設の早期利用が可能となる
・施設の異状を早期に発見し
対応することが可能となり、
より安心・安全に利用できる

26
産業観光等分野産業観光等分野

ICT活用工事について10月から発注者指定型の範囲拡大

建設産業
技術者・技能者
の若年者比率

11.3%

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

建設産業
技術者・技能者
の若年者比率

14％

公共工事に
おけるICT活用
工事実施率

23.4%

→24%へ

業績評価業績評価Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

やまぐち農業ＤＸ実装拡大事業（R７～）
         【農林水産部】

事業費 R７（予算）：21,352千円

課題・
困りごと

・導入されたスマート農機の機能が十分に活用されてお
らず、経営に生かされていない
・日々進化するスマート農業技術やデータを活用した経
営面のＤＸについていけない

取り組ん
だ内容

・スマート農機単体の機能活用や他機と連携した機能
拡張による生産性向上を支援
・ＩＴ専門家をアドバイザーとし、スマート農機の更なる活
用や経営面のＤＸについてサポート

向上する
利便性

・農業生産と経営に関係する
データをフル活用して、経営
を改善しやすくなる
・農業ＩＴ専門家から具体的な
アドバイスを受けられるよう
になる

産業観光等分野産業観光等分野
25

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

スマート農業技術
の機能をフル活用
する農業者数

125人

経営効率化
実感度

－%(計測前)

→100%へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感

スマート農業技術
の機能をフル活用
する農業者数

250人

写真等

６月頃からフル活用支援に向けた取組を開始
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運転免許行政のデジタル化事業（R６のみ)
【警察本部】

事業費 R６（決算）：1,198千円

課題・
困りごと

・夜間休日の閉庁時間の問い合わせ電話に非対応
・問い合わせ電話が多数（１日平均約200件）
・今後、運転免許制度の変更等による件数増や長時間
化が予想

取り組ん
だ内容

・県民からの電話での問い合わせに対して、ＡＩによる音
声認識で自動応答するボイスボットを実装

向上する
利便性

・夜間休日の閉庁時間でも、電話で問い合わせることが
できるようになる
・真にサポートが必要
な方が窓口や電話で
手厚く支援してもらえ
るようになる

28
産業観光等分野産業観光等分野

電話での
問い合わせへの
自動応答数

170件/日

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

電話での
問い合わせへの
自動応答数

210件/日

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

映像解析等支援システム事業（R６のみ)
             【警察本部】

事業費 R６（決算）：95,577千円

課題・
困りごと

・早期解決が望まれる凶悪事件及び特殊詐欺事件等の
捜査に当たり、防犯カメラ精査及び携帯電話解析が必
要不可欠となっているが、同捜査には大量の時間・人
が割かれることから、効率的かつスピーディに捜査を
行うため、映像解析システム等の整備が必要

取り組ん
だ内容

・映像データを警察本部まで持参する時間を削減するた
め、警察本部と警察署を専用回線で接続する閉域ネッ
トワーク（YSN)を構築
・膨大な映像データから対象を
迅速に確認できる映像解析
システムを実装

向上する
利便性

・被疑者の早期検挙及び実行
犯に対する適正な科刑が期
待され、体感治安が向上

産業観光等分野産業観光等分野
27

システム
活用件数

900
件/年

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

システム
活用件数

1,100
件/年

令和７年3月から導入開始、迅速な捜査を推進中 応答シナリオの改善・最適化を継続実施

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

防犯カメラ
映像を活用して
検挙した割合

30.4%
→30%以上維持

業績評価業績評価

ボイスボット
利用満足度

(５段階評価中)

2.1
→3.5へ

業績評価業績評価
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やまぐち情報スーパーネットワーク機能強化
事業（R６のみ)                   【総合企画部】

事業費 R６（決算）：444,933千円

課題・
困りごと

・本県が運営している自治体で最大規模の全県的な自
設光ファイバ網（YSN）は、県内大学や高校の教育環
境の充実、自治体のガバメントクラウド接続等を考慮
すると、現行帯域（20Gbps）では不足

取り組ん
だ内容

・県内大学での情報系学部の新設や、県立高校等での
デジタル活用、市町のガバメントクラウド接続などの利
用ニーズを踏まえ、必要な通信容量・通信速度を確保
するため機能を拡充して更新（20Gbps⇒100Gbps）

向上する
利便性

・YSNに接続している教育機関
等において、安心・快適に大
容量通信が可能になる
・通信障害発生時の影響を最
小限に留めるなど、安心して
利用できるようになる

継続利用
したい事業所

の割合

94.6%

→100%へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

YSN利用を
拡大した事業
所数（累計）

97事業所

30
基礎条件整備基礎条件整備

令和７年４月から新環境での運用を開始

YSN利用を
拡大した事業
所数（累計）

19事業所

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

三次元点群処理用ソフトウェア（R７～)
【警察本部】

事業費 R７（予算）：2,420千円

課題・
困りごと

・交通事故は一瞬の衝突であり、事故形態の特定が困
難
・悪質重大事故の真相究明のためには、多数の捜査や
多大な時間が必要で、事故当事者の不安が増大

取り組ん
だ内容

・３Ｄレーザースキャナで計測・取得した事故車両と現場
道路の三次元データから、交通事故状況を３Ｄ動画と
して再現できるシステムを導入

向上する
利便性

・事故状況が動画として視覚的に分かりやすく再現され
るため、事故当時者の不安
が早期に払拭されるように
なる
・捜査資料としても活用され、
真相究明されやすくなる

産業観光等分野産業観光等分野
29

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

悪質重大事故
でのソフト
活用目標

約10件

悪質重大事故
でのソフト
活用率

－%(実装前)

→100%へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感
悪質重大事故
でのソフト
活用目標

約20件

令和７年度中にシステム構築し、早期に運用開始予定
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障害者ＩＣＴサポート総合推進事業（R5～）
【健康福祉部】

事業費 R６（決算）：5,716千円 R７（予算）：5,226千円

課題・
困りごと

・新型コロナウイルス感染症の影響でデジタル化が進ん
でいるが、障害者は十分に恩恵を受けられていない
・スマホ教室などでは障害に応じたサービスが提供され
ず、ICT機器を使えない人が多く存在している

取り組ん
だ内容

・障害のある方や支援者等に対しICT機器の利用に係
る相談や講習会を行った。

向上する
利便性

・一般的なスマホ教等では、障害の特性に応じた対応
がされていないため、これまで、デジタル機器の利活
用のサポートを得られなかった障害のある方が、気軽
に相談できるようになる
・障害のある方が、デジタル技術
を活用して生活に必要な情報を
入手することができ、社会参加
の促進につながる

32

R7年度は４月から県内各地でスマホ教室を開催

延べ利用者数

1,549人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

延べ利用者数

2,000人

講習会
累計開催数

89回

→120回へ

業績評価業績評価Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

基礎条件整備基礎条件整備

デジタルデバイド対策加速化事業（R７～)
                【総合企画部】

事業費 R７（予算）：12,714千円

課題・
困りごと

・スマホ教室に参加するためには、携帯ショップまで出
かけないといけない
・身近に相談できる人がいないと、興味を持たないまま
取り残されている

取り組ん
だ内容

・高齢者の自宅や老人クラブ等での移動型・訪問型のス
マホ教室等の開催
・市町が実施する、デジタルが得意な地域人材の力を
活用した身近な相談環境の構築に係る取組を支援
・学校（孫世代）、公益社団法人山口県シルバー人材セ
ンター連合会（シルバー世代）と連携し、地域における
身近な相談体制を構築し、継続的なデジタルデバイド
対策が行える環境整備に向けて準備中

向上する
利便性

・携帯ショップ以外でスマホ教室が受けられるようになる

・デジタルが得意な学生や同世代に、気軽に相談できる

31
基礎条件整備基礎条件整備

９月から県内各地で、スマホ教室等を開催

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

身近な
相談相手の数

100名

スマホ教室
参加者満足度

90%

→95％へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感

身近な
相談相手の数

200名



19

Color Palette

0.85.159

0.68.127

165.0.33

255.48.89

WHITE

BLACK

文字色
100.100.100

30.75.67

250.155.1

Font

游ゴシック

日本語 英語

Main Color

Accent Color

51.119.178

游ゴシック

255.93.124

DG標準カラー配置

游ゴシック

游ゴシック

女性デジタル人材育成事業（R５～）
【産業労働部】

事業費 R６（決算）：28,850千円 R７（予算）：35,833千円

課題・
困りごと

・若年層女性の就業率が全国平均と比べ低い水準
・柔軟な働き方が可能なデジタル人材の需要が高まる
中、人材育成が求められている

取り組ん
だ内容

・県、大学、企業・団体で「やまぐち女性デジタル人材育
成コンソーシアム」を設立
・山口女性Webエンジニア短期養成スクール「WINgs」を
開講

向上する
利便性

・未経験でも、Webエンジニアに
なるためのスキルを5カ月で
身に付けることができる
・柔軟な働き方を導入している
企業では仕事と子育てを両
立しやすくなる
・卒業後の就業が期待できる

修了者の
うち就職済み・

内定者数

27人/年度

修了者数累計

76人

→170人へ

業績評価業績評価Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

修了者の
うち就職済み・

内定者数

40人/年度

33
基礎条件整備基礎条件整備

９月から令和７年度のスクールを開講

Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

次代を担う農業デジタル人材育成事業
（R５～）                        【農林水産部】

事業費 R６（決算）：5,536千円 R７（予算）：9,600千円

課題・
困りごと

・担い手が減少している集落営農法人等でスマート農業
機械の操作やデータを活用できる人材が不足

取り組ん
だ内容

・県立農業大学校において、デジタル技術を活用した実
践的な学修の導入や、学修の効率化と効果向上に向
けたカリキュラムの整備・デジタルコンテンツの作成

向上する
利便性

・県立農業大学校において、デジタル技術を活用した実
践的なカリキュラムを受けることができる
・営農管理システム利用の操作方法やその活用手法を
習得することで、卒業後に現地で即戦力人材として活
躍できるようになる
・集落営農法人等は、現地で活躍
できる即戦力人材が持続的に育
成されることが期待でき、新規就
業者を獲得しやすくなる

デジタル技術
を活用できる

人材の就農・就業数

25人(卒業生の

90%)

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

34

デジタル技術
を活用できる

人材の就農・就業数

28人(卒業生の

70%)

デジタル技術を活用
した学修を行う学生の
就農・就業希望割合

90%

→70%以上を維持

業績評価業績評価Ｒ６年度末
実現した県民実感

Ｒ６年度末
実現した県民実感

WiFi環境の整備を行い、デジタル技術のさらなる活用を図る

基礎条件整備基礎条件整備
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県議会ＡＩ音声認識システム導入事業
（R７～） 【議会事務局】

事業費 R７（予算）：6,009千円

課題・
困りごと

・インターネット配信（生中継）は、音声が聞き取りにくい
方へ対応する機能がない状況
・議場傍聴での手話通訳・要約筆記は、事前の申し込
みが必要で、気軽に活用しづらい

取り組ん
だ内容

・ＡＩを活用した音声認識システムを導入し、議場での発
言をリアルタイムに文字起こし
・既存のインターネット中継（ライブ）に、起こした文字に
よる字幕を表示

向上する
利便性

・高齢や障害により音声が聞き取りにくい方も、県議会
を視聴・傍聴しやすくなる
・より多くの県民が、会議内
容をリアルタイムに視覚的
にも分かりやすく理解でき
るようになる

35
基礎条件整備基礎条件整備

令和７年度中に試験運用予定

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

県議会視聴・
傍聴者数

2.8万人

利用者
満足度

（5段階評価中）

－(実装前)

→3.8へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感

県議会視聴・
傍聴者数

3.0万人

教育ＤＸ推進に向けた県立学校ネットワーク
高速化事業（R７～)       【教育委員会】

事業費 R７（予算）：23,869千円

課題・
困りごと

・県立学校の多くの大・中規模校において、インターネッ
ト回線の通信帯域が不十分
・多くの生徒が一度にインターネットに接続すると遅延が
発生し、端末を活用した授業等に支障

取り組ん
だ内容

・YSNを介したSINET等への接続による県立学校ネット
ワーク高速化に向け、設計中
・高速ネットワークを生かしたデジタル活用事例を収集・
横展開し、県立学校の教育DXを推進

向上する
利便性

・学習者用端末・教職員用端末をネットワークのストレス
なく利用することができる
・常時デジタルをフル活用した
授業の展開や、大学や海外
との交流の活性化を図ること
ができる

令和８年１月～３月にかけてネットワーク高速化予定

36
基礎条件整備基礎条件整備

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

県立学校の
全生徒・
教職員数

23,200人

ネットワーク
ストレスフリーを
実感できている

教職員・生徒の割合

－%(実装前)

→100%へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感
県立学校の
全生徒・
教職員数

23,200人
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県有施設キャッシュレス決済導入事業
（R７～） 【総合企画部】

事業費 R７（予算）：38,943千円

課題・
困りごと

・現金の受け渡しに時間を要し、入館者が窓口で混雑
・宿泊を伴う施設使用料などの高額の場合、現金を多く
準備する必要
・若者や外国人など、現金を多く持ち歩かない利用者が
増加

取り組ん
だ内容

・県立美術館等の県有12施設において､キャッシュレス
決済対応機器等を導入

向上する
利便性

・現金以外の支払いが可能となり、料金支払いがストレ
スなくスムーズになる
・現金収受や集計・分析作
業等が誤りなくスピーディ
ーに実施できるようになる
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37
行政DX分野行政DX分野

職員提案働き方改革（R７～)      
 【総合企画部】

事業費 R７（予算）：73,780千円

課題・
困りごと

・社会が大きく変化する中、行政に求められるニーズが
多様化・複雑化
・労働力人口が減少していく中、限られた人員でこれま
で以上に多種多様な業務に対応し、県民サービスを向
上させていくためには、行政DX・働き方改革の取組に
よる業務の効率化等が必要

取り組ん
だ内容

・行政DXを推進する基盤として、デジタルツール（ロー
コード・ノーコードツール）やデジタルワークスタイル環
境（フリーアドレス等）を整備

向上する
利便性

・行政DXの推進等による業務の効率
化・高度化を図ることにより、必要な
行政サービスの安定的な提供や新
たな県民サービス創出が可能となる

４月からローコード・ノーコードツールを導入

38

ｷｬｯｼｭﾚｽ決済
利用率

－%(実装前)

→40%へ

業績評価業績評価
Ｒ７年度

目指す県民実感
Ｒ７年度

目指す県民実感

導入16基

対象者数

11.2万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

導入20基

対象者数

12.8万人

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す職員実感

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術を
活用した業務
時間削減(累計)

13,000時間

新たに設定をお願いします。

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す職員実感

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術を
活用した業務
時間削減

6,500時間

県直営施設及び指定管理施設にて今年度中に運用開始予定

行政DX分野行政DX分野

生産性の向上
を感じている
職員の割合

65%(R6年)

→毎年増加
させる

業績評価業績評価
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未来型オフィス整備事業（R７～）
【総合企画部】

事業費 R７（予算）：652,746千円

課題・
困りごと

・限られた人的資源を最大限活用し県民サービスを維
持するためには、業務効率化に資する新たなデジタル
技術の導入が必須
・Windows10及びOfficeのサポート期限（令和7年10月）
までに、Microsoft365クラウドサービスへ移行が必要

取り組ん
だ内容

・Microsoft365クラウドサービスの導入
・Microsoft365専用回線の整備
・Microsoft365関係セキュリティ対策サービス導入など

向上する
利便性

・TeamsをはじめとするMicrosoft365クラウドサービスの
利活用による業務効率化
・TeamsのチャットやWeb会議機能を活用したコミュニ
ケーションの円滑化
・Teams上のファイル共有・共同編集による資料作成の
効率化、ペーパーレス化
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39

R7.8月からMicrosoft365全庁展開、活用促進

次期県庁ＬＡＮ整備（R７～)      
 【総合企画部】

事業費 R７（予算）：381,254千円

課題・
困りごと

・Microsoft365クラウドサービス導入に伴い、トラフィック
増大を見越したネットワーク環境の整備が必要
・本庁及び出先機関（総合庁舎、単独庁舎）それぞれに
おいて、ネットワーク環境の最適化が必要

取り組ん
だ内容

・本庁及び出先機関（総合庁舎、単独庁舎）において、
LANケーブル（UTP、光ファイバー）を更改
・ネットワーク機器を将来的なトラフィック増大を踏まえ
た適切な機種に更改するとともに、構成を最適化

向上する
利便性

・Microsoft365クラウドサービス利用に当たり、通信が
ひっ迫することなく快適に利用可能
・ネットワークダウンタイムを最小化、可用性を向上
・生産性を高めることによる県民サービスの質の向上

R7年度中に本庁及び出先機関(一部単独庁舎除く)の整備完了

40

Ｒ７年度
目指す職員実感

Ｒ７年度
目指す職員実感

M365
活用職員率

20%

M365
活用職員率

40%

Ｒ８年度
目指す職員実感

Ｒ８年度
目指す職員実感

M365

M365
活用職員研修
受講者数

2.3%
→100%へ

業績評価業績評価
Ｒ７年度

目指す職員実感
Ｒ７年度

目指す職員実感

ネットワーク
回線速度(基幹)

1Gbps

ネットワーク
回線速度(基幹)

10Gbps

Ｒ８年度
目指す職員実感

Ｒ８年度
目指す職員実感

ネットワーク
ダウンタイム

ー（現行）

→△25%へ

業績評価業績評価

行政DX分野行政DX分野 行政DX分野行政DX分野
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電子申請システムと連携した電子収納拡大事
業（R７～） 【会計管理局】

事業費 R７（予算）：13,644千円

課題・
困りごと

・PCやスマホから電子申請が可能なサービスでの収納
方法がペイジー及びクレジットカード決済に限定
・高齢者や若年層などのクレジットカードを持たない利
用者が決済まで完結できない

取り組ん
だ内容

・山口県電子申請システムで、PayPayとコンビニ決済が
利用できるようにする

向上する
利便性

・クレジットカード等がなくても、PCやスマホによる電子
申請がこれまで以上に円滑に行えるようになる
・現金収受や集計・分析作業等が誤りなくスピーディー
に実施できるようになる
・現金納税証明･免税軽油使
用者証の交付、道路の使用
許可等において、決済手段
が拡充される
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41

令和７年10月から電子収納拡大利用を開始

公金収納のデジタル化に係る納付書ＱＲコード
※
印字対応事業（R７～) 【会計管理局】

事業費 R７（予算）：105,438千円

課題・
困りごと

・行政財産目的外使用許可使用料や道路占用料など、
地方税以外の公金の支払いは、納付書を持って窓口
に行かなければならない
・複数の支払があっても、納付書ごとに支払をしなけれ
ばならない

取り組ん
だ内容

・令和８年９月から公金納付者へ発行する予定の納付
書に、eLTAXに対応したQRコードを印字するためのシ
ステム改修を実施

向上する
利便性

・地方税以外の支払いも、QRコードを活用してインター
ネットでまとめて支払える
ようになる
・納付状況や滞納者の確認
等が誤りなくスピーディー
に実施できるようになる

令和８年９月からｅＬＴＡＸ対応開始

42

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

電子収納
利用件数

１万件/年

全歳入の
全歳入の
電子収納
利用割合

－%(実装前)

→7%へ

業績評価業績評価

電子収納
利用件数

２万件/年

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

写真等

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

（R8.9開始）
eLTAX
利用件数

－件/年

全歳入の
eLTAX
利用割合

－%(実装前)

→2%へ

業績評価業績評価

eLTAX
利用件数

5千件/年

Ｒ８年度
目指す県民実感

Ｒ８年度
目指す県民実感

※「QRコード」は、
㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

行政DX分野行政DX分野 行政DX分野行政DX分野
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公立高校入学者選抜ＷＥＢ出願システム導入
事業（R７～） 【教育委員会】

事業費 R７（予算）：43,338千円

課題・
困りごと

・現行制度では、必要書類の全てを紙媒体で対応して
おり、生徒・保護者・教職員の負担となっている
・令和８年度に県証紙が廃止されることに伴い、現行の
入学者選抜の手続きを見直すことが必要

取り組ん
だ内容

・志願者・中学校・公立高校をつなぐ「WEB出願システ
ム」を導入（クラウドシステムによる

 オンライン出願、入学試験料納付の
 キャッシュレス化など）

向上する
利便性

・生徒・保護者が、時間や場所を選ばずに出願の手続き
ができるようになる
・入学者選抜業務のデジタル化により教職員の業務時
間を削減し、教職員が生徒と向き合う時間が一層確保
できるようになる

43

Ｒ７年度
目指す県民実感

Ｒ７年度
目指す県民実感

公立高校における
ＷＥＢ出願実施率

－%(実装前)

→100％へ

業績評価業績評価
Ｒ８年度

目指す県民実感
Ｒ８年度

目指す県民実感

公立高校志願者

約9,000人

公立高校志願者

約9,000人
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R5年度（決算） R6年度（決算） R7年度（予算）

デジタル基金
5.0億円

事業費
8.7億円

事業費
18.0億円

デジタル基金
12.5億円

事業費
35.1億円

デジタル基金
17.9億円

(R5→R6繰越を含む) (R6→R7繰越を含む)

基金の活用状況

基礎条件整備; 5.9億円

産業・観光交流・行政等に関連する分野

15.5億円

生活関連分野; 8.0億円

行政DX; 6.0億円

残額; 

34.6億円

金額(億円)

令和８年１月から本格的に運用開始

行政DX分野行政DX分野
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